
避難の流れ 3

自分の身の安全を確保 

補完避難所で生活 
（要員・物資の投入で避難所になる） 

二次避難所で生活 
（シルバーセンター等） 

最寄りの安全な場所での一時避難 

指定された避難所で生活 
（区立小・中学校等） 

避難者が多数の場合 

自宅で生活可能 

自宅が損壊 家では不安 

安 全 

自宅に戻って生活 物資の 
配給 

自宅に留まる 近隣での助け合い 
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地震発生 

出火防止・初期消火と避難路の確保 

状況の確認（家族、自宅建物、近隣の様子 等） 

状況の確認（火災、建物倒壊、道路の様子 等） 
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避難所 
（区立小・中学校等） 

補完避難所 
 児童センター・ 
都立学校等 

危険がある 

自宅で生活不可能 

援護が必要な方 

（ ） 
安全な 
場所・施設 

（防災広場・公園等） 

一時集合場所 
（町会会館等） 

詳細は19ページへ 

地震対策チェック 

被災直後の生活 4
皆、辛い思いをしています。お互いを思いやり、協力し合いましょう。 

地域防災リーダーや町会役員などの避難者が中心となって生活のルールや役割分担を決め

ましょう。 

ルールを守って“自分たちのことは自分たちで”を基本に頑張りましょう。 

周りの方への気配りをしよう 生活のルールや役割を守ろう 

困っている人がいたら 
助け合おう 

日常生活に戻れるように考えよう 

家具類転倒・落下・移動防止対策を行っている。 

防災用品を、すぐに持ち出せる場所に用意してある。 

普段から家庭内で安否確認の方法や集合場所を決めている。 

地震時の避難の流れを知っている。 

地
震
対
策 

ペットを 
飼っている方は 

●同行避難するときは、ケージに入れるなど、周りの人への配慮をする。 

●ペットのエサやペットシートなど必要なものを多めに備蓄しておく。 

●しつけ、予防接種などを普段から行っておく。 
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